
　整形外科領域において，体外衝撃波治療（extracorporeal shock wave therapy；ESWT）は，
比較的高い除痛効果と組織再生効果が期待され従来の物理療法と一線を画し，非常にホット
な話題の 1 つです。本号では，わが国における整形外科領域での ESWT の経験豊富な第一線
の先生方に，運動器疾患における ESWT の最新の情報を報告していただきたく，この特集を
企画いたしました。
　ESWT は第二次世界大戦中，爆発の衝撃波による肺障害が確認されて以来研究が進み，
1950 年にソ連において膀胱内の結石破砕の報告がなされ，1972 年にドイツの Dornier 社が体
外衝撃波結石破砕術（extracorporeal shock wave lithotripsy；ESWL）の器機を開発して，
1980 年以降 ESWL がドイツから世界に広まっていきました。その後，その物理学的特性や生
物学的効果についての基礎・臨床の研究が進み，1990 年前後から運動器疾患に対する物理療
法としても用いられるようになりました。当初は集束型衝撃波（focused shock wave； FSW）
のみでしたが，2000 年以降，拡散型圧力波（radial pressure wave；RPW）の器機開発が進ん
で急速に普及しています。
　ESWT 関連の学会・研究会として，1997 年に欧州運動器衝撃波学会（European Society for 
Musculoskeletal Shockwave Therapy；ESMST），1999年に国際衝撃波治療学会（Internation-
al Society of Medical Shockwave Therapy；ISMST）が設立され，わが国においては，2016 年
に日本運動器 SHOCK WAVE 研究会（Japanese Orthopaedic Society of Shockwave Thera-
py；JOSST）が発足しています。こうした学会・研究会において，多くのアカデミックな情報
が集積・議論され発信されています。
　わが国においては，2008年に医薬品医療機器総合機構（Pharmaceuticals and Medical Devic-
es Agency；PMDA）が運動器疾患に対する ESWT 器機を認可しましたが，保険収載に関して
FSW は 2012 年に難治性足底腱膜炎のみ認められたままです。また，RPW は筋腱付着部症，
筋・筋膜性疼痛，疲労骨折などの多くの運動器疾患の消炎鎮痛等処置として認められました
が 35 点/日と低い設定となっていて，普及の足かせになっています。
　現在，ESWT は腱付着部症，腱炎，疲労骨折，偽関節，骨折・創の遷延治癒といったさま
ざまな運動器疾患に広く適応され，多くの臨床研究の成果が報告されて，物理療法として有効
性が高いことが示されています。一方，無効例の存在，疾患ごとの至適照射エネルギー・照射
間隔・照射回数，FSW と RPW の効果の違いや使い分け，費用負担の問題など，未解明・未
解決な課題も多く残されています。
　ESWT を含むどんな物理療法も，正しい知識の基に，適切な患者選択を行い，適切に使用
しなければ，そして単独で用いるのではなく運動療法と併用しなければ，有効性を高め効果を
持続させることはできません。ESWT のエキスパートの先生の情報が満載の本号を，医師の
みでなく理学療法士，作業療法士，アスレチックトレーナー，柔道整復師，鍼灸師など幅広く
セラピストの方々にも読んでいただき，明日からの日常診療に役立てていただければと思います。
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